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１．概要（Summary ） 

血中循環がん細胞（CTC）を採取するための，微粒子

分離マイクロ流体チップならびに自動細胞回収装置の開

発を行う．微粒子配列方法の１つである移流集積技術と

マイクロ流体チップを併用し，血液中の CTCを全血から

前処理等の煩雑な操作を要せずに検出・分離することを

目指す．正常血液にがん細胞をスパイクしたモデル系に

おいて，高いトラップ率を確認しており，さらになるマイクロ

流路の形状の最適化により 90％以上のトラップ率を目指

す． 

 

２．実験（Experimental） 

・利用した主な装置 

 レーザー描画装置 

 

・実験方法 

移流集積法で微粒子を分離するために，「レーザー描

画装置」を用いて複数のマイクロピラーを有するオープン

型マイクロ流体チップを作製した． 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

マイクロ流体チップ上のピラーパターンは，CTCのトラ

ップ率に大きな影響を及ぼす．一般的に CTCの大きさが

15±10 mであることに比べ，赤血球と白血球の大きさは

それぞれ 6 ~ 8 m, 10 ~ 12 m と言われる．この情報を

基にピラーパターン（ピラー間隙：7 µm）を作成した．マウ

スの皮下組織へのがん細胞接種によりがんの転移が作ら

れたマウス CTCモデルの血液からヒト胃がん由来の細胞

株 GCIY-EGFPの分離実験を行った．その結果、がんの

転移の程度に関係なく、90%程度のCTCをトラップするこ

とができた． 

一方，捕捉されたがん細胞を Trypan Blueアッセイに

て生存率を評価した結果，90％以上と高いがん細胞の生

存を確認した．このことから，本がん細胞分離・濃縮デバ

イスは希少がん細胞を生きたまま回収できる可能性が示

された．現在，正常血液にがん細胞をスパイクしたモデル

系においても，その有効性を示されつつある． 
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